
ASEAN本部にてサトヴィンダー・シン事務次長と懇談

ベルナルディーノ・モニンカ・ベガ議長代理（左）

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
策
対
話
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

派
遣

２
０
２
３
年
11
月
28
～
29
日
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
本

部
な
ど
が
所
在
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
へ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
各
訪
問
先
で
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
事
例
集
に
つ
い
て
説
明
し
て
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
の
一
層
の
強
化
を
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
今
後
の
具
体
的
な
連
携
・
協
創
の
可
能
性
を
め

ぐ
り
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
本
部
で
面
談
し
た
サ
ト
ヴ
ィ
ン
ダ

ー
・
シ
ン
事
務
次
長
は
、
日
本
は
50
年
に
わ
た
る
最

大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、「
強
い
日
本
」
に
期
待

す
る
と
発
言
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
も
経
団
連

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
示
さ
れ
た
四
つ
の
取
り
組
み
を
共

有
し
て
い
る
と
述
べ
、
と
り
わ
け
官
民
に
お
け
る
双

方
向
の
人
材
交
流
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て
、
次
代

を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
や
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
を
含
め
て
工
業
分
野
に
お
け
る
各
種
能
力

開
発
や
、
若
手
起
業
家
交
流
な
ど
が
重
要
だ
と
指
摘

さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
そ
う
し
た
活
動
の
重
要

性
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
諮
問
評
議
会（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
－
Ｂ
Ａ
Ｃ
：Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
経
済
界
で
構
成
）

の
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
モ
ニ
ン
カ
・
ベ
ガ
議
長
代

理
ら
と
の
懇
談
で
は
、
先
方
か
ら
、
人
材
交
流
や
中

小
企
業
育
成
に
よ
っ
て
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
は
一
層

強
化
で
き
る
と
の
発
言
が
あ
り
、
意
を
強
く
し
た
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、

日
本
企
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
投
資
の
一
層
の
拡
大
が

必
要
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア

ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
は
、
こ

れ
ま
で
の
わ
が
国
官
民
に
よ
る
経
済
成
長
支
援
か
ら
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
成
長
す
る
形
へ
と

移
行
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
経
済
界
は
そ
う
し
た
状
況

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
交
流

の
一
層
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
団
連
は
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
50
周
年
に

あ
た
り
、
新
時
代
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
関
係
の
発

展
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
公
表
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
派
遣
、
官
民
要
路
と
の
対
話
等
を
実
施
し
た
。
以

下
で
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

今
後
50
年
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
を

見
据
え
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
表

２
０
２
３
年
11
月
14
日
、「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好

協
力
50
周
年
に
際
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
注
３
）

を
日
本
企

業
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
主
な
活
動
に
関
す
る
事

例
集

（
注
４
）と
と
も
に
公
表
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
各

国
・
地
域
が
、
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
地
球
規
模

課
題
に
直
面
す
る
一
方
、
自
国
優
先
主
義
の
台
頭
な

ど
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
に
対
抗
す
る
動
き

が
あ
る
と
の
現
状
認
識
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携

し
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
市
場
を
協

創
す
る
こ
と
で
世
界
経
済
を
牽
引
し
、
地
球
規
模
課

題
の
解
決
を
通
じ
た
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
考
え
を
明
記
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
連
携
・
協

創
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
人
材

交
流
の
促
進
、
②
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
な
流
通

の
一
層
の
促
進
、
③
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
、
④
新
産
業
の
育
成
と
地

球
規
模
課
題
解
決
へ
の
貢
献
─
を
挙
げ
た
。

２
０
２
３
年
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は

友
好
協
力
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
こ

の
間
双
方
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文

化
な
ど
の
分
野
で
、
緊
密
で
重
層
的
な
関

係
を
構
築
し
て
き
た
。
経
済
分
野
で
は
、

日
本
企
業
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
１
万
５
０
０

０
以
上
の
拠
点
を
構
え

（
注
１
）、
貿
易
、
投
資
、

人
材
育
成
等
を
通
じ
て
多
彩
な
事
業
活
動

を
展
開
す
る
な
ど
、
互
い
に
強
固
な
紐

ち
ゅ
う

帯た
い

で
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
地
球
規
模
課

題
に
つ
い
て
も
、
日
本
政
府
は
ア
ジ
ア
・

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体（
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）

構
想
を
立
ち
上
げ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
む

ア
ジ
ア
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
日
本
企

業
が
強
み
を
持
つ
脱
炭
素
技
術
と
ア
ジ
ア

の
成
長
と
の
好
循
環
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。高

い
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
誇
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
経
済
規
模
は
日
本
に
迫
る
勢
い
で
あ

り
、
若
年
人
口
の
厚
み
や
、
期
待
さ
れ
る

中
間
層
の
増
加
と
消
費
拡
大
に
よ
っ
て
、

さ
ら
な
る
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
の
加
速
に
伴
う
多
く
の
ユ
ニ
コ

ー
ン
企
業
の
誕
生

（
注
２
）も
注
目
す
べ
き
事
象
で

す
る
な
ど
、
物
件
の
魅
力
と
競
争
力
を
高
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
の
経
済
界
に
対

す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
期
待
の
大
き
さ
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
関
係
構

築
に
活
躍
し
た
世
代
が
交
代
時
期
を
迎
え
る
中
、
人

材
育
成
も
含
む
人
材
の
交
流
の
拡
大
に
一
層
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
歓
迎
昼
食
会
を
開
催

２
０
２
３
年
12
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
、
東
京
で

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
50
周
年
特
別
首
脳
会
議
お

よ
び
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
経
団
連
は
12
月
18

日
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
の
首

脳
・
閣
僚
ら
約
40
人
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
界
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
の
出
席
を
得
て
、

日
本
商
工
会
議
所
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
歓
迎
昼
食
会

を
共
催
し
た
。
冒
頭
、
２
０
２
３
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

議
長
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド

ド
大
統
領
が
挨
拶
さ
れ
、

Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
合
を

念
頭
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー・

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
加

速
等
に
向
け
て
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
さ
ら
な
る
連

携
推
進
に
期
待
を
示
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

岸
田
総
理
か
ら
は
、
双

方
が
強
み
を
活
か
し
な

が
ら
官
民
で
連
携
し
、

未
来
を
担
う
産
業
を
共

に
創
出
す
る
た
め
、
重

層
的
な
経
済
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。

な
お
、
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
合
に
先
立
ち
、
２
０
２

３
年
12
月
16
日
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
創
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
－
Ｂ
Ａ
Ｃ
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
、
経

団
連
の
三
者
は
、
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
構
想
を
歓
迎
し
、
ア
ジ

ア
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
活
動
の
促

進
・
発
展
に
期
待
を
示
す
共
同
声
明
に
署
名
し
た
。

ま
た
12
月
18
日
に
は
、
共
同
声
明
発
表
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
、
岸
田
総
理
、
ジ
ョ
コ
大
統
領
、
経
団
連
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
－
Ｂ
Ａ
Ｃ
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
幹
部
が
出
席

し
た
。今

後
に
向
け
て

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
、
心
と
心
の
触
れ
合
う

信
頼
を
基
盤
に
次
の
50
年
を
見
据
え
、
一
体
不
可
分

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
係
を
一
層
深
化
さ
せ
、
連

携
・
協
創
し
て
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
議
で
、
今
後
の
協
力
の
方
向
性
や

重
要
事
項
が
合
意
さ
れ
、
ま
た
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
合

や
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

双
方
の
官
民
が
連
携
し
、
次
世
代
自
動
車
の
生
産
能

力
向
上
や
グ
リ
ー
ン
産
業
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
等
を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
歩
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
経

団
連
は
、
こ
う
し
た
成
果
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
加
盟
国
と
の
政
策
対
話
や
交
流
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
関
係
の

一
層
の
拡
大
と
多
様
化
は
も
と
よ
り
、
地
球
規
模
課

題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
会
員
企

業
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

を
含
む
東
ア
ジ
ア
を
研
究
対
象
と
す
る
国
際
機
関
）

で
は
、
八
山
幸
司
Ｃ
Ｏ
Ｏ
を
は
じ
め
同
セ
ン
タ
ー
の

リ
サ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
人
材
育
成

や
人
材
交
流
の
重
要
性
に
鑑
み
、
経
団
連
や
日
本
企

業
と
の
連
携
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
セ
ン
タ
ー（
Ｅ
－
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、
２
０
２

３
年
８
月
設
立
）を
通
じ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

や
、
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
構
想
の
推
進
な
ど
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
日
本
企
業
が
現
地
の
経

済
社
会
の
発
展
や
雇
用
の
創
出
に
貢
献
し
て
い
る
事

例
で
あ
る
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
大
規
模
都
市
開
発

「
ス
ナ
ヤ
ン
ス
ク
エ
ア
」（
鹿
島
建
設
が
開
発
、
運
営

す
る
大
型
複
合
施
設
）を
視
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、

二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）を
活
用
し
、
太

陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム

等
を
導
入

日ASEAN友好協力50周年に寄せて
─次の半世紀に向け、ＡＳＥＡＮとともに新時代を協創する

報
告

原
はら
典
のりゆき
之

審議員会副議長
アジア・大洋州地域委員長
三井住友海上火災保険会長

（注１）外務省海外進出日系企業拠点数調査2022年調査結果（令和4年10月1日付）
（注２）2023年10月時点で日本のユニコーン企業数が7社であるのに対し、ASEANのユニコーン企業数は31社
（CB INSIGHTS The Complete List Of Unicorn Companies）

（注３）日ASEAN友好協力50周年に際してのメッセージ：https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/074.html
（注４）日本企業のASEAN各国における取組み：https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/074_jirei.pdf
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